
行政政策学類のカリキュラムポリシー 

行政政策学類では、地域主体の時代にふさわしい新しい地域社会づくり、及び地域社会

の活性化に貢献する人材を養成するために、「研究分野の知識」「問題探究・調査・解読能

力」「問題解決の実践力・提案力」「創造するための学際的な応用力」「表現力・コミュニ

ケーション」の 5つの能力をディプロマポリシーとして掲げています。これらの達成に向

けて、学類および各コースのカリキュラムを以下の方針で構築しています。 

【各コースに共通のカリキュラムポリシー】 

上記に掲げた能力を育成するために、「理論知」を習得するための系統的な専門教育と、

「実践知」を培う地域社会の現場における学修と、「創造知」を持って主体的な態度を身に

つける学修を中核とするカリキュラムを、以下の方針で構築する。 
１．昼間に、学類共通科目・学類基礎科目・コース専門科目・演習・卒業研究からなる専

門領域の科目を設置する。夜間主に、夜間主共通科目・夜間主コース専門科目・演習・

卒業研究からなる専門領域の科目を設置する。なお、夜間主では、通信科目として放送

大学を活用した科目を配置する。 
２．主体的で継続的な「深い学び」を身につけるためのアクティブ・ラーニング※を、す

べての授業形態において実施する。特に演習などの少人数クラスにおいては、知識の定

着・確認を行うとともに、批判的・論理的思考力や表現能力を育成する。実習・課題研

究やコア・アクティブ科目などの問題発見や問題解決につなげる学修においては、知識

の応用・活用を図り、多様な価値観への理解能力やコミュニケーション能力を育成する。  
※アクティブ・ラーニングとは、「教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な

学修への参加を取り入れた教授・学習法の総称。学修者が能動的に学修することによって、認知的、倫

理的、社会的能力、教養、知識、経験を含めた汎用的能力の育成を図る。発見学習、問題解決学習、体

験学習、調査学習等が含まれるが、教室内でのグループ・ディスカッション、ディベート、グループ・

ワーク等も有効なアクティブ・ラーニングの方法である。」（文部科学省中央教育審議会資料用語集「新

たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学

へ～」。平成 24 年 8 月 28 日） 

３．演習は、少人数教育で実施する。昼間に、学際的に課題に取り組む問題探究セミナー

と関心事項を深めて学修する専門演習を設置する。夜間主に、問題探究セミナーと関心

事項を学生協働で深める協働演習を設置する。 
４．「理論知」と「実践知」を培う学修の集大成として、自らの問題意識のもとに学修成

果を「創造知」を持って結実させた卒業研究を作成する。 

【各コースに固有のカリキュラムポリシー】 

各コースの「研究分野の知識」に基づいて、コース固有の「問題発見・調査・解読能力」

「解決能力・応用能力」の修得のため、カリキュラムを以下の方針で構築する。 
《地域政策と法コース》 



法・政治行政に関わる基礎的・学際的及び専門的知識に基づき、調査能力、情報解読

能力、思考力、応用能力を育成する。 
１．国及び地域社会において生ずる社会現象に広く対処しうる能力を育成する観点か

ら、法・政治行政分野の基本的な思考方法を理解し、当該分野の学問領域を広く俯瞰

しうる基礎科目を置く。 
２．法・政治行政分野の個別課題に専門的かつ分野横断的に取り組むために、当該分野

に関する基礎科目・応用科目及び演習科目を置き、併せて現場体験を重視した科目、

また問題解決に向けた調査能力、他者と協働する力を涵養しうる科目を設置する。 
３．視野を広げて深い洞察力を身につけさせるために、「地域政策と法」コースが開講

する科目のみならず、広く学際的に履修できるカリキュラム構成とする。 
《地域社会と文化コース》 
地域・社会・文化研究に関わる基礎的・学際的及び専門的知識に基づき、調査能力、

情報解読能力、思考力、応用能力を育成する。 
１．地域社会の特性・諸課題の現状把握や情報解析、現代社会の諸問題、歴史、異文

化、国際交流に関わる複雑かつ多様な問題について、知見を広め、考察するために必

要な能力の育成をはかる基礎科目を置く。 
２．地域・社会・文化研究の個別課題に専門的かつ分野横断的に取り組み、「社会計

画」「社会学」「地域文化」「比較文化」の４つの分野が学べるように、当該分野に

関わる基礎科目・応用的科目及び演習科目を置き、併せて個別課題に専門的に取り組

むための実習科目、また問題解決に向けた調査能力、他者と協働する力を涵養しうる

科目を開講する。 
３．視野を広げて深い洞察力を身につけさせるために、「地域社会と文化」コースが開

講する科目のみならず、広く学際的に履修できるカリキュラム構成とする。 

 


